
第１回渋川地区市町村合併協議会会議録

日 時 平成１６年９月２４日（金）

午後１時５０分～４時１９分

場 所 渋川プリオパレス

渋川地区市町村合併協議会
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１ 出席及び欠席委員等

□出席委員等（委員４７名・参与１名・監査委員１名）

役職名 委員区分 氏 名 備 考 出 欠

会 長 木 暮 治 一 渋川市長 出

副会長 １号委員 関 口 俊 二 伊香保町長 出

(市町村長) 小 野 利 治 小野上村長 出

阿久津 貞 司 子持村長 出

永 井 良 一 赤城村長 出

木 村 榮 一 北橘村長 出

委 員 ２号委員 桑 島 保 男 渋川市助役 出

（助役） 村 尾 隆 史 伊香保町助役 出

野 村 哲 男 小野上村助役 出

信 澤 明 子持村助役 出

都 丸 芳 雄 赤城村助役 出

塩 谷 勝 巳 北橘村助役 出

３号委員 宮 下 宏 渋川市議会議長 出

(議会議員) 小 林 雅 夫 渋川市議会選出議員 出

新 井 晟 久 渋川市議会選出議員 出

松 本 好 司 伊香保町議会議長 出

塩 野 光 弘 伊香保町議会選出議員 出

新 保 悦 司 伊香保町議会選出議員 出

平 方 由 衛 小野上村議会議長 出

中 沢 義 美 小野上村議会選出議員 出

角 田 皇 小野上村議会選出議員 出

山 下 重 夫 子持村議会議長 出

埴 田 彦一郎 子持村議会選出議員 出

後 藤 邦 夫 子持村議会選出議員 出

角 田 一 民 赤城村議会議長 出

岩 崎 幸 代 赤城村議会選出議員 出

狩 野 富 雄 赤城村議会選出議員 出

狩 野 義 雄 北橘村議会議長 出

南 雲 鋭 一 北橘村議会選出議員 出

楯 信 一 北橘村議会選出議員 出
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役職名 委員区分 氏 名 備 考 出 欠

委 員 ４号委員 今 成 久 男 渋川市自治会連合会会長 出

(学識経験者) 町 田 久 渋川商工会議所会頭 欠

飯 野 照 男 渋川市農業委員会会長 出

高 橋 太 郎 伊香保町商工会会長 出

大 澤 歳 男 伊香保町社会福祉協議会会長 出

木 暮 敞 治 小野上村商工会会長 出

村 上 嶋 男 小野上村農業委員会会長 出

小 野 こ と 小野上村レディースクラブ会長 出

飯 塚 重 雄 子持村自治会長連絡協議会会長 出

石 関 吉 幸 子持村商工会会長 出

小 澤 一 二 子持村農業委員会会長 出

木 暮 政 光 赤城村商工会会長 出

兵 藤 吉 弘 赤城村農業委員会会長 出

池 田 洋 一 赤城村区長会会長 出

井 野 信一郎 北橘村区長会会長 出

中 村 亮 典 北橘村商工会会長 出

小 泉 隆 雄 北橘村農業委員会会長 出

５号委員 桜 井 芳 樹 渋川地区医師会会長 出

(市町村共通学 戸 所 隆 高崎経済大学地域政策学部教授 欠

識経験者) 小 野 宇三郎 群馬県埋蔵文化財調査事業団理事長 出

参 与 角 田 登 群馬県議会議員 欠

大 林 喬 任 群馬県議会議員 欠

真 下 誠 治 群馬県議会議員 欠

登 坂 建 一 渋川行政事務所長 出

亀 井 勝 男 北群渋川農業協同組合代表理事組合長 欠

三 田 善一郎 赤城橘農業協同組合代表理事組合長 欠

監 査 阿久澤 明 子持村監査委員 出

委 員 田 子 玲 子 赤城村監査委員 欠
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□市町村合併担当課長等

市町村名 氏 名 備 考 出 欠

渋川市 都 丸 博 樹 企画課長 出

伊香保町 高 橋 義 明 企画観光課長 出

小野上村 平 方 敏 治 企画観光課長 出

子持村 後 藤 光 好 企画課長 出

赤城村 樺 澤 常 雄 企画課長 出

北橘村 町 田 進 企画財政課長 出

□事務局職員

市町村名 氏 名 備 考 出 欠

渋川市 吉 原 康 之 事務局長 出

渋川市 五十嵐 研 介 事務局次長 出

渋川市 福 島 泰 利 総務ＧＬ（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ） 出

渋川市 笹 原 浩 計画Ｇ（ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 出

渋川市 灰 田 幸 治 調整Ｇ 出

渋川市 木 村 毅 総務Ｇ 出

伊香保町 藤 岡 孝 広 計画ＧＬ 出

小野上村 飯 塚 玄 浩 調整Ｇ 出

子持村 寺 島 剛 総務Ｇ 欠

赤城村 須 田 茂 之 計画Ｇ 出

北橘村 萩 原 一 夫 調整ＧＬ 出

□傍聴人

区 分 人 数 備 考

報道関係者 ３社 ３名

一 般 １１名

合 計 １４名
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２ 会議に付した案件

□報告事項

報告第１号 渋川地区市町村合併協議会設置までの経過について

報告第２号 渋川地区市町村合併協議会規約等関係規定について

報告第３号 渋川地区市町村任意合併協議会における調整方針の取扱いに関する確認書

□協議事項

議案第１号 渋川地区市町村合併協議会会議運営規程

議案第２号 渋川地区市町村合併協議会平成１６年度事業計画

議案第３号 渋川地区市町村合併協議会平成１６年度歳入歳出予算

議案第４号 合併協議項目

議案第５号 行政制度の調整方針

議案第６号 新市建設計画の策定方針

議案第７号 協議項目の一括提案について

議案第８号 「新市の名称に関すること」に係る協議方法について

議案第９号 協議項目６「農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いについて」

議案第10号 議会の議員の定数等に関する小委員会の設置について

議案第11号 新市建設計画（案）
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開 会（午後１時５０分）

ただいまから第１回渋川地区市町村合併協議会を開事務局次長（五十嵐研介君）

会させていただきます。

本協議会につきましては、関係市町村の議会の議決を得まして９月１日に設置

され、協議会規約につきましても同日付で施行されております。

本協議会の会長につきましては後ほどご説明申し上げますが、協議会規約第６

条の規定によりまして、協議会を構成する６市町村の長のうちから、６市町村の

長が協議して定めた者を充てることとされております。

このようなことから、既に６市町村の長の協議によりまして、木暮渋川市長を

会長とすることが決定しておりますので、開会に当たりまして会長であります木

暮渋川市長よりごあいさつを申し上げます。

それでは、改めましてごあいさつを申し上げます。会長（木暮治一君）

このたび渋川地区合併協議会の会長を務めることとなりました渋川市長の木暮

治一でございます。第１回の法定合併協議会の開会に当たりまして、一言ごあい

さつを申し上げます。

関係市町村それぞれのご理解のもとに任意合併協議会から法定合併協議会へと

衣がえをして、引き続きご協議をいただくものでありますが、法定協議会は法律

に基づきます協議会でありますので、その重みはこれまでの任意協議会を一層上

回るわけでありますが、これまで同様６市町村が対等の立場で、それぞれの市町

村がはぐくんできた歴史や文化、伝統あるいは地域の特性をお互いが尊重し合い

まして、腹を割った本音での議論をすることが大切であると考えております。

市町村合併は、次代を担う子供たちの未来のために、この地域の将来のまちづ

くりを念頭に置きましてそれぞれの市町村の足りない点を補完し合うものと考え

ておりますので、短期的な損得で論じるべきではないものと考えております。委

、 、員の皆様におかれましては 個別の論議の中では不満な点もあるかと思いますが

地域の将来のあるべき姿や地域の一体的な発展を見据えまして、大きな視野に立

ってのご論議をお願い申し上げまして、開会に当たりましてのごあいさつといた

します。よろしくお願いいたします （拍手）。

ありがとうございました。事務局次長（五十嵐研介君）

それでは、会議に先立ちまして委員の皆様に委嘱状の交付式をとり行うわけで

ございますが、本来ならば会長からそれぞれの委員の皆様に直接お渡ししなけれ

ばならないところですが、時間の関係上既にお手元に配付させていただきました

ので、ご確認いただくとともにご理解のほどよろしくお願い申し上げます。

なお、法定協議会への移行に際しまして伊香保町の委員さんに変更がございま

すので、ご紹介申し上げます。
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まず、３号委員でありますが、髙橋寿男委員にかわりまして新保悦司委員が就

任され、４号委員では山口源一郎委員、長竹佳子委員、千明三右衛門委員にかわ

りまして商工会会長であります高橋太郎委員並びに社会福祉協議会会長でありま

す大澤歳男委員がそれぞれ就任されました。

それぞれ自己紹介をお願いしたいと思います。

それでは、自己紹介を申し上げます。伊香保町の議会から選委員（新保悦司君）

出されました新保でございます。

初めての出席でございますので、今までの中でもいろんなわからなかった点が

ありますので、きょうは幾つかお伺いをしたいというつもりで出席をさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。

伊香保町商工会長の高橋太郎でございます。委員（高橋太郎君）

このたび委員に選ばれまして、何か外で見ていてやきもきしておりましたけど

も、やはり国の政策決定である以上は関係市町村が本気で前向きな討議をすべき

だと、こういうふうに考えております。どうぞよろしくお願いいたします。

伊香保町社会福祉協議会の会長であります大澤歳男でござい委員（大澤歳男君）

ます。

今回初めて法定協の委員に任命されました。公正、公平、それと誠実に物事を

判断できるよう、皆様のご指導をいただきながら一生懸命頑張りたいと思ってお

りますので、よろしくお願いいたします （拍手）。

ありがとうございました。事務局次長（五十嵐研介君）

それでは、ただいまから次第に基づきまして議事に入らせていただきますが、

会議録作成上、ご質問等がある場合にはマイクをお持ちいたしますので、市町村

名とお名前を述べていただいてからご発言をお願いいたします。

会議の議長につきましては、本協議会規約第11条第２項の規定によりまして

会長が議長になることとされておりますので、会長に議事進行をお願いいたしま

す。

なお、本日は47人の委員さんにご出席をいただいております。委員定数50人

の半数以上の出席となりますので、協議会規約の定めによりまして会議が成立し

ておりますことを申し添えいたします。

それでは、会長、よろしくお願いいたします。

、 、議長 木暮治一君（ ） それでは しばらくの間議長を務めさせていただきますので

よろしくお願いいたします。

議事に入ります前に、会議録の署名及び会議の傍聴の２点についてあらかじめ

ご了承いただきたいと思います。これらにつきましては、この後の議案第１号と

してご協議をいただく予定の協議会会議運営規程の中で定められる内容となって

おりまして、正式には会議運営規程についてご了承をいただいた段階で取り扱い
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が定まるわけでございますが、会議の進行上あらかじめご了承をいただくもので

あります。

まず、議事録の署名でありますが、会議運営規程では議長が指名することとな

っております。各市町村の特別職にお願いすることとし、今回は名簿順によりま

して渋川市の桑島助役にお願いしたいと思います。

次に、会議の傍聴についてでありますが、既に会場内に傍聴の方々がいらっし

ゃいます。合併協議会の内容を多くの住民の皆様に知っていただくという趣旨か

ら、傍聴等について定めた会議運営規程のご承認前でありますが、ご理解をいた

だきたいと思います。よろしいでしょうか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

それでは、ご承認いただき、ありがとうございます。議長（木暮治一君）

それでは、早速でありますが、議事に入らせていただきます。

次第の４、報告事項、報告第１号 渋川地区市町村合併協議会設置までの経過

について及び報告第２号 渋川地区市町村合併協議会規約等関係規程についてを

議題といたします。

事務局より説明をお願いいたします。

事務局長。

報告第１号 渋川地区市町村合併協議会設置までの経過について

それでは、議案の１ページをお開きいただきたいと思い事務局長（吉原康之君）

ます。

報告第１号 渋川地区市町村合併協議会設置までの経過について、別紙のとお

り報告するものであります。

３ページをお願いいたします。渋川地区市町村合併協議会設置までの経過につ

きまして、以下資料に従いまして主要なものを説明を申し上げたいと思います。

冒頭の平成14年５月28日でありますが、事項欄にありますように、広域圏に

おける首長クラスの合併研究会の設置を渋川市長が提案をいたしまして、右側に

あります内容欄の記載のとおり勉強会をするということで了承をされたところで

あります。

その後、次の10月29日でありますが、吉岡町を除く７市町村で合併研究会を

発足させました。

しばらく研究会を続けた後、平成15年８月16日に医療事務組合を枠組みとす

る任意協議会の設置の合意がなされました。関係市町村は、内容欄記載の市町村

であります。

一つ飛びまして、同年の８月28日でありますが、渋川地区市町村任意合併協
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議会が設置をされ、内容欄に記載のとおりそれぞれ確認をいただいたところであ

ります。

この日以降、次の欄になりますが、平成15年10月５日から本年の７月27日

までの間、内容にありますように10回の協議会を開催し、39項目にわたる協議

をしていただき、それぞれ調整方針を決定していただいたところであります。

最下段になりますが、本年の２月24日には議会の議員の定数等に関する小委

員会を設置し、内容欄のとおり本年８月18日までに８回の委員会を開催し、議

員の定数等について議論をいただいたところであります。結論を出すまでに至っ

ていないことから、引き続きこの委員会は設置していくことになります。

４ページをお願いいたします。冒頭にあります平成16年３月30日であります

が、この日に農業委員会の委員の定数等に関する小委員会が設置をされ、内容欄

のとおり本年８月６日までに７回の小委員会が開催がされ、先ほど委員長の報告

のとおり小委員会としての結論が出されたところであります。

その下になりますが、７月20日には法定協議会設置の確認が行われ、この確

認に基づきまして８月30日に設置のための同意書への締結が行われました。

そして、８月31日から９月１日の間でありますが、内容欄記載のとおり６市

町村において協議会設置のための議決が行われました。

最下段でありますが、ただいまの各市町村の議決を受けまして９月１日に協議

会が設置をされ、この設置の届け出を県知事あてに行うと同時に合併重点支援地

域の指定の要請を行い、これにつきましては９月13日に指定をされたところで

ありまして、県下ではこの地域が17番目の指定であります。国の合併支援プラ

ン等によりまして、支援の対象地域となるわけであります。

報告第２号 渋川地区市町村合併協議会規約等関係規程について

５ページをお願いいたします。報告第２号 渋川地区市町村合併協議会規約等

関係規程であります。次のとおり報告するものでありますが、以下記載のとおり

でありまして、いずれも内容的には任意協議会において決定したものと変更あり

ませんので、主要なもののみ説明をいたしますので、よろしくお願いをいたした

いと思います。

７ページをお願いいたします。渋川地区市町村合併協議会規約でございます。

この規約につきましては、先ほど申し上げました各規約等の中で重要なものであ

りますから やや詳細に説明を申し上げたいと思います この規約は 全文で20条、 。 、

から成る比較的条文の少ない規約であります。

、 、 、 、まず 第１条でありますが 協議会の設置に関する規定でありまして 渋川市

伊香保町、小野上村、子持村、赤城村、北橘村は、地方自治法第252条の２第１
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項及び合併の特例に関する法律第３条第１項の規定に基づき合併協議会を置くと

するものであります。本条の括弧内の用語の使い方については、以下についても

それぞれ記載のとおりであります。また、本条に掲げました地方自治法等の規定

は、協議会の設置等に係るものであります。

次に、第２条でありますが、協議会の名称に関する規定でありまして、渋川地

区市町村合併協議会（以下「協議会」という ）とするものであります。。

第３条は協議会の事務に関する規定でありまして、協議会は次に掲げる事務を

、 、 。行うこととし まず第１号では ６市町村の合併の是非を含む合併に関する協議

第２号では、法第５条の規定に基づきまして新市建設計画の作成。第３号では、

住民への協議経過等の情報提供に関する事項。第４号では、第３号までに定めた

事項以外の事項で６市町村の合併に関し必要な事項であります。

、 、 、次に 第４条でありますが 協議会の事務所の位置に関する規定でありまして

協議会の事務所は会長の属する市、町または村に置くとするものであります。

第５条は、組織に関する定めであります。第１項は協議会は会長、委員で組織

しとするものでありまして、委員には副会長である委員を含み、第２項は委員の

定数を50人とするものであります。

第６条は会長に関する規定で、第１項は会長の選任について、会長は６市町村

長のうちから６市町村の長が協議をして定めた者とするものであります。

第２項及び第３項は説明省略をいたしまして、第７条は副会長に関する規定で

あります。副会長は第９条第１項第１号に掲げる委員、つまり６市町村の首長で

会長に選任された首長以外の首長すべてを副会長に選任するとする規定でありま

す。第２項は、説明省略をいたします。

、 、第８条は参与に関する規定でありまして 委員のほか第１項にありますように

会長は必要に応じ参与を置くことができるとする規定であります。第２項は、説

明省略をいたします。

第９条は委員に関する規定でありまして、委員は次に掲げる者をもって充てる

とするものでありまして、８ページをお願いいたします。第１号は、６市町村の

首長のうち会長に充てられた者以外の者。第２号は、６市町村の助役。ただし、

助役不在の場合は、６市町村の職員のうちから６市町村の長がそれぞれ指名した

者。第３号は、６市町村の議会の議長及び６市町村議会の議員のうちから６市町

村の議長がそれぞれ指名した者各２名とするものであります。第４号は、６市町

村の長がそれぞれ指名をした学識経験を有する者各３名とするものであります。

第５号は第４号とほぼ同様の規定でありますが、異なりますのは、こちらは６市

町村の長が協議をして定めた学識経験を有する者３名とするものであります。

第９条第２項は省略をいたしまして、次に第10条でありますが、会議に関す

る規定でありまして、協議会の会議は会長が招集するとするものであります。
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第11条は会議の運営に関する規定でありまして、第１項は会議の定足数につ

いて委員の半数以上とするものであります。第２項は、会長は会議の議長となる

とするものであります。第３項は会議の公開に関する定めでありまして、この規

定では会議は公開を原則とするとしておりますが、ただし書き以降にありますよ

うに、公開することにより規定にあります事由によりまして会議の目的が達成さ

れないと認められるときは、会議の議決によりまして一部または全部を非公開と

することができるとする定めであります。第４項は、委員以外の者の出席に関す

る規定であります。第５項は、会議の運営について議長が会議に諮り、必要事項

を定めるとする規定であります。

第12条でありますが、小委員会に関する規定でありまして、第１項は協議会

はその事務の一部について調査、審議等を行うため小委員会を置くことができる

とする規定でありまして、これは例えば今後議論していただきます市の名称、あ

るいは既に設置をされております議員の定数などを検討するといった場合に置く

ことを想定したものであります。第２項は、小委員会の組織等に関する定めであ

ります。

第13条は幹事会に関する規定で、第１項は幹事会の設置を、第２項はその組

織等に関して定めております。

第14条は事務局の職員に関する定めでありまして、６市町村の長がそれぞれ

指定した者をもって充てるとするとしております。第３項は、事務局の組織等に

関する定めであります。

第15条は経費に関する規定でありまして、第１項は経費は６市町村の負担金

その他収入をもって充てるとするもので、第２項は負担金の額は６市町村長の協

議によるとするものであります。

９ページをごらんいただきたいと思います。第16条は出納の監査に係る定め

てありまして、６市町村の監査委員のうち、６市町村の長の協議を踏まえ会長が

委嘱をした監査委員２人が監査を行うとする規定であります。

第２項は説明省略をいたしまして、第17条及び第18条に係るものについては

協議会の財務等に関する規定でありますが、これも説明を省略いたします。

第19条は協議会解散の場合の措置に関する規定でありまして、協議会が解散

した場合には協議会の収支は解散の日をもって打ち切り、会長であった者がこれ

を決算するとするものであります。

第20条は補則でありまして、この規定に定めるものほか、協議会に関し必要

な事項は会長が会議に諮って定めるとするものであります。

附則は施行期日の定めでありまして、平成16年９月１日から施行するとする

ものであります。

次の10ページをごらんいただきたいと思います。10ページからは、渋川地区
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市町村合併協議会委員等の名簿であります。11ページにわたります。

12ページをお願いいたします。12ページ、13ページにつきましては協議会

の幹事会規程でありまして 14ページをごらんいただきたいと思いますが 14ペ、 、

ージはただいまの幹事会の構成員の名簿であります。

次に、15ページでありますが、15ページにつきましては専門部会規程であり

ます。

。 、次の16ページをお願いいたしたいと思います やや小さい文字でありまして

非常に見にくいと思いますが、これが各専門部会の構成員の名簿であります。

17ページをごらんいただきたい思います。17ページは、専門部会の下に置か

れます分科会規程であります。

18ページをごらんいただきたいと思います。18ページから19ページにわた

りまして、先ほどの専門部会と同様、分科会の構成員の名簿であります。

20ページをお願いしたいと思います。20ページが事務局庶務規程でありまし

て、21ページにわたるものであります。

22ページをお願いしたいと思います。22ページについては協議会の財務規程

でありまして、23ページにわたりまして整理をいたしております。

24ページをお願いしたいと思います。24ページにつきましては、協議会委員

等の報酬及び費用弁償に関する規程であります。

次の25ページでありますが、先ほども触れました合併協議会小委員会規程で

あります。これが26ページにわたっております。

次の27ページをお願いしたいと思います。これについてはやや詳細に説明を

申し上げたいと思いますが、渋川地区市町村合併協議会規約に関する協議書であ

ります。

この協議書は、先ほどの渋川地区市町村合併協議会規約に規定をいたします構

成市町村の長が協議をして定める事項に係るものでありまして、記以下に記載し

てありますように、まず１は規約第６条第１項に規定する会長の選任でありまし

て、会長には渋川市長を選任するとするものであります。

次に、２は規約第７条第２項に規定する会長の職務を代理する順序に係るもの

でありまして、記載のとおり第１順位に赤城村村長さんを、第２順位に子持村村

長さんとするものであります。

３は規約第８条第１項に規定をする参与の選任でありますが、記載のとおり群

馬県議会議員３名と渋川行政事務所長、それに北群渋川農業協同組合及び赤城橘

農業協同組合の組合長をそれぞれ参与とするものであります。

４は規約第９条第１項第５号に規定をいたします学識経験を有する者の選任

で、渋川地区医師会長の桜井芳樹氏、高崎経済大学地域政策学部、戸所隆氏、群

馬県埋蔵文化財調査事業団理事長、小野宇三郎氏、３名を選任するとするもので
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あります。

５は規約14条第２項に規定をいたします従事職員の指定の協議に係るもので

ありまして、後ほど説明いたしますが、別に締結をいたします協定書によるとす

るものであります。

、６は規約第15条第２項に規定する負担金の額の定めに係るものでありますが

以下に記載のとおり経費は本協議会の構成市町村の負担とし、その割合は均等割

20％、人口割50％、地方交付税の関係で基準財政需要額30％とし、各年度の

負担額はその都度定めるとするものであります。

６ページをお願いしたいと思います。規約７でありますが、規約第16条第１

項に規定する監査委員の選任で、以下に記載のとおり、子持村監査委員の阿久澤

明氏及び赤城村監査委員の田子玲子氏を選任するとするものであります。

報告第１号、報告第２号については、説明は以上であります。よろしくお願い

いたします。

ただいま事務局から報告第１号及び報告第２号につきまして議長（木暮治一君）

説明が終わりましたので、ご質問等ございましたらお願いいたします。

はい。

渋川市の新井と申します。よろしくお願いいたします。委員（新井晟久君）

報告第２号今説明を受けましたが、１から９番までそれぞれの点について今報

告がございました。これでよろしいんでしょうか。第１回の任意合併協議会にお

いて、我々当時の任意協議会の委員に関することでございますが、公務災害補償

に関する協定書があったんですよね。ですから、我々がこういう会議に出てきた

ときに万が一事故があった場合には公務災害補償に関する協定でその対応ができ

るというのが、任意合併協議会の最初の報告の中に入っていたんです。今度は法

定協議会に移りまして、きょう初めての市町村合併協議会、これには職員の公務

災害等は入っていますけども、我々きょう集まりました50名の委員のその公務

災害の関係について入っていないように思うんで、これはどうなんですか。この

点お聞きをいたします。

それと、もう一つ続けて聞きますが、合併協議会の規約につきまして、この点

については我々渋川市議会としても過日協議をいたしまして、いろんな質問が出

ました。そのときに会議の招集について意見が出ました。この規約について、会

議は会長が招集するということになっております。我々の議会の中で出た意見で

は、委員発議で会議を開催することができるようにすべきじゃないかというよう

な意見が出ました。きょうは第１回の合併協議会ですので、会議の招集について

委員発議で開催ができるようにするような規約に追加することはできるものなの

かどうか、その点についてお考えをお聞きをいたしたいと思います。

以上です。
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事務局長。議長（木暮治一君）

まず、公務災害に関するご質問でありますが、これにつ事務局長（吉原康之君）

きましては従事職員等委員の皆様の関係も含めまして、先ほどご質問にありまし

た公務災害補償の関係につきましては既に内規的なもので正副会長会議の合意書

というようなことで決定をいたしておりますというようなことで、この規約等の

中には盛り込んでいないという、こういうことであります。

それから、渋川市の経過の中で委員発議で会議の招集はどうかという、こうい

うお話があったということでありますが、会議の進め方とすれば、これは報告と

いうことで既に決定をされた規約でありますから、報告でありますから、そうい

う意味ではこの規約どおり決定をしたということでご理解いただきたいと思いま

すんで、よろしくお願いいたします。

ただいま説明を受けましたが、きょうは第１回目の渋川地区委員（新井晟久君）

の合併協議会です。ですから、先ほど申しましたように、当時平成15年10月５

日の第１回の渋川地区市町村任意合併協議会、このときについては、今１から９

番までありましたけど、この中に渋川地区町村任意合併協議会委員の公務災害補

償に関する協定書ということできちっと議題として上がって、それぞれ内容が説

明をされておるんですね。ですから、今何か市町村長の間で話し合いしてあるか

、 、らいいような話なんですけど この点についてやはりきょうは第１回目ですから

我々委員がもしかこの会場に来るときに事故にでも遭った場合に、この内容につ

いてきちっと我々も認識をしておかなきゃならないもんだと思うんです。内規で

決めてあるからいいと、そんなもんじゃないと思うんですね。わざわざ第１回の

任意合併協議会のちゃんと載っているんですよ。それで今回は載っていないんで

す。ですから、今回９項目。だから、第１回の任協では10項目。だから、１項

目抜けているんです。そういう大事な我々の一つの公務災害の協定書、これは内

規で決まっているからいいと、そんな簡単なもんなんですかね。その点もう一度

お聞かせください。

事務局長。議長（木暮治一君）

やや説明不足でありますけども、基本的には任意協議会事務局長（吉原康之君）

の場合と全く同様の正副会長会議における渋川地区市町村合併協議会設置委員等

の公務災害等に関する協定書というのを既に締結をしておりまして、先ほど申し

上げました従事職員の身分の取扱いに関する協定書と同様にこれは内規的なもの

であるというようなことで、先ほど申し上げましたように任意協議会と全く変わ

っておりませんので、そういう意味では今回報告事項の中には改めて提出をしな

かったということで、内容的にも、それから今お話のありましたそういった事例

が生じた場合は大変じゃないかと、こういうお話もありましたけども、基本的に

我々とすると全く変わっていない状況で整理をいたしたもんですから、そういう
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ことでご報告させていただきましたんで、よろしくお願いしたいと思います。

了承はいたしますけれども、第１回の任協ですから、この点委員（新井晟久君）

についてもきちっと議題に上げておくべきもんじゃないかと、こう私は思います

ので、会長、議長の方からお答えをお願いいたします。

ただいま事務局長の方から報告がありましたように、そのよ議長（木暮治一君）

うに取り扱っていただきたいと思いますので、よろしくご理解賜りたいと思いま

す。

ほかにございませんか。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ほかにご質問もないようでありますので、お聞き取りいただ議長（木暮治一君）

いたことにいたします。

次に、報告第３号 渋川地区市町村任意合併協議会における調整方針の取扱い

に関する確認書を議題といたします。

事務局の説明をお願いいたします。

事務局長。

報告第３号 渋川地区市町村任意合併協議会における調整方針の取扱いに関す

る確認書

29ページをごらんいただきたいと思います。報告第３事務局長（吉原康之君）

号でありますが、渋川地区合併協議会における調整方針の取扱いに関する確認書

について、６市町村において別紙のとおり確認をいたしましたので、報告するも

のであります。

31ページをごらんいただきたいと思います。確認書でありますが、記載の関

係市町村は渋川地区市町村合併協議会で任意合併協議会で別紙のとおり決定され

た調整方針を尊重し、継承することを確認したということであります。

33ページをごらんいただきたいと思います。具体的な調整項目及び調整方針

はこのページから41ページにわたるものでありまして、この調整方針案につい

ては先ほど申し上げましたように既に任意協議会で決定され、説明を申し上げて

おりますので、詳細な説明は省略をいたしまして、説明につきましては以上であ

ります。よろしくお願いいたします。

事務局の説明が終わりました。議長（木暮治一君）

報告第３号につきましてご質問等ございましたらお願いいたします。

北橘村の楯と申します。委員（楯 信一君）

、 、 （ ）協議項目の第24番でしょうか 各種事務事業の取扱いに関すること その ４

番、姉妹都市、国際交流等の取扱いということで、私も以前にご質疑申し上げま
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したけれども、もう一度確認の意味でお願いしたいと思います。１は結構でござ

います。２の国際交流事業について、現行のまま新市に引き継ぎ、新市において

調整すると、このようにありますが、現行のまま新市に引き継ぐ、ここはいいん

ですが、新市において調整すると、ここのところをもうちょっと具体的に説明し

ていただければありがたいなと。

、 、例えばこれはもう少し後ろに学校教育 社会教育の取扱いというのがあります

（20 （21）と。これにも関連するわけですが、具体的に申し上げますと、北）、

、橘村北橘中学校はニュージーランドのファカタネ高校との国際交流をもう10年

平成の４年からだと思いますから、10年以上続けております。そういった中で

引き継がれるのはいいんですが、調整するというのは、そのまま続けていけるの

か、あるいは何らかの関係で変更されているのか、その辺わかる範囲で結構でご

ざいますので、お願いいたします。

事務局長。議長（木暮治一君）

国際交流事業に関するご質問でありまして、この調整方事務局長（吉原康之君）

針によりますと、お話にもありましたように特に２の方でありますが、現行のま

ま新市に引き継ぎ、新市において調整する、この調整についてどうかという、こ

。 、 、ういうご質問であります 基本的にはこの文言どおりで 我々が対応する話では

通常の場合は調整するということでありますから、変更の場合も出てきましょう

し、現在のままそのまましばらくいくというようなことも出てきましょうが、こ

の文言どおり現行のまま新市に引き継ぐわけでありますから、当面現在行われて

いるお話にございました北橘村さんで行われているもの、あるいは渋川市でも中

学生の海外派遣等を行っておりますが、急激な変化というのはいずれにしてもこ

の国際交流だけに限らず問題が生じるというようなこともありまして、特にこの

項目については当面現行のままでいろんなその業務が執行されるというように考

えておりますが、これにつきましては数年にわたって新市になってからその辺の

調整を行うということでありますんで、ご理解をいただきたいと思います。

よろしいですか。議長（木暮治一君）

ほかにございませんか。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ほかにもございませんようでございますので、お聞き取りい議長（木暮治一君）

ただいたことにいたします。

次に、次第の５、協議事項に入らせていただきます。

議案第１号 渋川地区市町村合併協議会会議運営規程を議題といたします。

事務局より説明をお願いいたします。

事務局長。



- 16 -

議案第１号 渋川地区市町村合併協議会会議運営規程

43ページをごらんいただきたいと思います。議案第１事務局長（吉原康之君）

号渋川地区市町村合併協議会運営規程について、別紙のとおり提出するとするも

のであります。

45ページをごらんいただきたいと思います。渋川地区市町村合併協議会会議

運営規程であります。任意協議会におきましても内容的にはこの規定と全く同様

でありますので、主要な条項のみについてご説明を申し上げたいと思います。

まず、趣旨、第１条でありますが、この規定は渋川地区市町村合併協議会規約

第11条第５項の規定に基づきまして、渋川地区市町村合併協議会（以下「協議

会」という ）の議事その他会議の運営に関し必要な事項を定めるものでありま。

す。

第２条の表決でありますが、会議の議事は出席委員の過半数をもって決すると

するものであります。ただし、議長が必要であると認めるときは、出席委員の３

分の２以上をもって決するとするものであります。

会議録に関する第３条でありますが、そのうちの第２項について申し上げます

が、会議録は議長及び議事に先立ち議長が指名する出席委員１名が署名するとす

るものであります。

第４条の会議録等の公開に関する定めでありますが、会議録及び会議に提出さ

れた資料は原則として公開するとするものであります。

第５条は傍聴に関する定めでありまして、会議は傍聴することができるとする

ものであります。ただし、委員の過半数の賛同があるときは、一部または全部を

非公開とすることができるとするものであります。第２項は、傍聴人の定員の関

係でありまして、30人とするものであります。

以下、６条、それから７条、８条につきましては説明を省略をいたしまして、

附則をごらんいただきたいと思いますが、この規定は平成16年９月24日から施

行するとするものであります。

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。

事務局の説が終わりました。議長（木暮治一君）

議案第１号につきましてご説明等ございましたらお願いをいたします。

はい。

伊香保町の塩野でございます。よろしくお願いします。委員（塩野光弘君）

まずは、会長の方から本音の論議でもってこの法定協議会を、十分な審議をし

ていきたいというふうに言われましたように、今後ともさらに十分な審議を尽く

したいと、こういうふうに思います。
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なお、本日伊香保町の方から何件か質問が出ると思いますけれども、それは過

日議会の特別委員会で論議をし合いまして、その中で意見の出たものでございま

すので、了承方ひとつよろしくお願いしたいと思います。

さて、この運営規程につきまして、第５条第２項と申しますか、傍聴の関係な

んでございますけれども、こう言ってざっと見ても30という定数には満たない

のかなという感じがいたしますけれども、実はこれから予定を見ますと、10月

においては伊香保、その次は子持という形で今まで任協がそういった形で行われ

なかったのに対して、やはり会場の持ち回りというふうな形が出てまいります。

そういった意味では、場合によったらかなり人数がふえていく部分もあるんでは

なかろうかというふうに推察をされます。合併問題がこれから急展開をしていく

という中で、法定協の論議がどのようになっているかということを多くの市民、

町民の皆さん方にやはり聞いていただく、あるいは来ていただくということは、

これ重大なことだなと、大切なことであろうというふうに思います。したがいま

して、30人というこの枠が、もちろん後段の調整ができるというふうにはなっ

ておりますけれども、その次の第６条ではくじ引きなどというふうな言葉があり

ます。そういった意味では、この最初の30人という数字をもしできるならば少

し動かして多く設定をしておく方がよろしいのではないかという感じがいたしま

す。でき得れば50というふうな数字を調整をしていただければありがたいとい

うふうに思うんですけれども、よろしくお取り計らいお願いを申し上げます。

ただいま塩野委員さんの方から、傍聴人の数についてふやす議長（木暮治一君）

方向でというふうなご発言ございました。この件につきましてご意見ございまし

たらお願いいたします。

はい。

赤城村の岩崎と申します。委員（岩崎幸代君）

その50人という数字、それは傍聴人というのは多ければ多いほどいいと思う

んですが、まずその前に30人と定めた根拠がありますれば、その辺から説明い

ただければありがたいと思います。

事務局長。議長（木暮治一君）

これは先進地事例等を参考にしながら、渋川市なり、あ事務局長（吉原康之君）

るいは先ほど持ち回りというお話もありましたが、各市町村の会議場等の状況も

勘案しながら30人というようなことで決めさせていただきました。ただ、その

規程の中で、先ほどもお話がありましたようにただし書きがありますから、そう

いう中でその人数については調整ができるというようなことで必要に応じて、

30人が少ないというようなことでこの協議会で決定していただければ、この規

定によって裁量の範囲ではふやしたり、あるいは減少させたりできるということ

も我々想定をいたしまして、こういった規定を設けさせていただきました。
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はい、どうぞ。議長（木暮治一君）

会長によりまして裁量の数字の限定を設けるんじゃなくて、委員（岩崎幸代君）

その場のところで裁量ということで幅を持たせてあるんであれば 今言った50人、

という規定にこだわるんじゃなくて、30人、50人というんじゃなくて、その辺

の裁量の範疇をどの位まで設けるかということを予め決めておいていただけれ

、 、 、ば 人数を30 50というんじゃなくてもいいんかなというふうに思いますんで

その辺が何かありますれば、代案みたいのがありますればお願いしたいと思いま

す。

事務局長。議長（木暮治一君）

私どもで想定した範囲外の話にも関連するような状況も事務局長（吉原康之君）

場合によっては想定できることがあるというようなことも考えまして、先ほどの

規約の方の説明で会議は公開を原則とするというような、そういう規約の条文を

説明させていただきましたけども、会議の項目によっては、場合によってはとり

あえずその人数を制限した方がいいだろうというようなことも事例としては出て

くるし、あるいは逆にふやした方がいいだろうというふうなことも事例として出

てくるであろうというふうなことを考えまして、先ほど申し上げました各市町村

の会議場の関係も勘案しながら、あるいは先進事例等を勘案しながら一応30人

と、こういうふうに決めましたんで、よろしくお願いいたしたいと思います。

はい。議長（木暮治一君）

何かお答えが紋切り型といいますか、もう少しやっぱり幅を委員（岩崎幸代君）

広げて、民主主義の時代なんですから、傍聴を希望される方はやはり認めていた

だくというふうなぐらいの幅があってもいいんではないかと。もちろん非公開に

する場合は、これは当然ですし、そのことについてのことを言っているわけでは

ないです。ですから、先ほど裁量の幅があるというふうなお答えであったんです

から、ぜひそこのところを、30人超えても、例えば50人を超えても十分な余裕

がある場合には傍聴の方を拒否しないというぐらいの運用で幅を持たせていただ

くと、そのようなことでいかがでございましょうか。

はい。議長（木暮治一君）

渋川の宮下です。委員（宮下 宏君）

今までこの合併に今日に至るまで各地域で説明会があったわけでありますが、

私もそういう中へ参加をさせていただいたわけであります。実際に合併に踏み込

む今現在でもそうですけど、今までのこの協議会でも任協でも人数が、持ち回り

をしないでこの辺でずっとやってきたわけですが、30人を超えたことが今まで

なかったわけであります。住民説明会を見ても30人に満たないようなものもあ

ったわけでありますので、30人でよろしいかと思います。よろしくお願いしま

す。



- 19 -

ほかにご意見ございませんか。議長（木暮治一君）

（ なし」と呼ぶ者あり）「

傍聴人の人数につきましてご意見ございました。先ほど来事議長（木暮治一君）

務局が説明しておりますように、この30人という人数につきましては大方のそ

の他の協議会等におきましても調べた結果出されたものであると思っておりま

す。そういった中で、今までもそういった経過の中で十分な席が用意してあった

というふうに思います。しかしながら、その中でも規約の中にありますように、

運営規程の中にありますように、これを超えての人数も当然予想した場合には入

っていただけるというふうな条項になっておりますので、その辺につきましては

この原案のとおりご承認をいただければというふうに思っております。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

それでは、お諮りをいたします。議長（木暮治一君）

ただいまの件につきましては、原案のとおり決することにご異議ございません

か。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

異議なしと認めます。議長（木暮治一君）

よって、議案第１号につきましては原案のとおり決定をされました。

続きまして、議案第２号 渋川地区市町村合併協議会平成16年度事業計画及

び議案第３号 渋川地区市町村合併協議会平成16年度歳入歳出予算につきまし

ては関連がございますので、一括してご協議をいただきたいと思います。

事務局より説明をお願いいたします。

事務局長。

議案第２号 渋川地区市町村合併協議会平成16年度事業計画

47ページをごらんいただきたいと思います。議案第２事務局長（吉原康之君）

号渋川地区市町村合併協議会平成16年度事業計画につきまして、次のとおり定

めるものであります。これにつきましては１から５の項目にわたってそれぞれ項

目の整理がしてありますが、任意協議会の当初ご承認いただいたものと全く変わ

っておりませんので、項目を読み上げまして議案の説明にかえさせていただきた

いと思います。

まず１は、新市建設計画の策定であります。２は、事務事業調整方針の策定で

あります。３は協議会だよりの発行、４はホームページによる情報提供、５はそ

の他調査研究ということで事業計画を立てさせていただきました。

議案第３号 渋川地区市町村合併協議会平成16年度歳入歳出予算
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次に、49ページをお願いしたいと思います。議案第３号でありますが、渋川

地区市町村合併協議会平成16年度歳入歳出予算は次に定めるところによりたい

と思います。

第１条、歳入歳出予算は、歳入歳出それぞれ1,022万5,000円とするもので

あります。２項は、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は次表に

よるとするものであります。

51ページへお願いいたしたいと思います。今回の予算につきましては、事業

計画でも申し上げましたとおり、任意協議会の既に執行したものを除きまして予

算計上をさせていただいたものでありまして、おおむねこれから６カ月間の必要

経費に係るものであります。

まず、歳入でありますが、１款１項１目負担金は1,022万4,000円でありま

して、各市町村の負担額は説明欄記載のとおりであります。

４款１項１目諸収入は預金利子でありまして、1,000円の計上で、最下段歳入

合計でありますが、1,022万5,000円であります。

次に、歳出でありますが、１款１項協議運営費は440万4,000円でありまし

て、これは１目会議費と２目事務局費からと成るものでありまして、１目会議費

は196万4,000円で、これは今後開催を予定しております協議会に係る委員報

酬などを勘案し、以下の節に整理をいたしましたように予算額を計上させていた

だきました。

２の事務局費でありますが、主に事務の執行補助に係る臨時職員の賃金やパソ

コンのリースなどにかかわりますもので、それぞれ記載の予算額を計上いたしま

した。

２款の事業費でありますが、552万1,000円を計上いたしましたが、これは

１項広報費と２項調査研究費でありまして、広報費169万8,000円は今後の協

議会だよりの発行部数などを勘案いたしまして計上いたしたものであります。調

査研究費382万3,000円は、説明欄に記載のとおり任意協議会において既に執

行した額を除き計上をいたしたもので、内訳については説明欄記載のとおりであ

ります。

３の予備費は30万円を計上し、以上歳出合計でありますが、最下段のとおり

1,022万5,000円であります。

以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願

い申し上げます。

事務局の説明が終わりました。議長（木暮治一君）

議案第２号及び議案第３号につきましてご質問等ございましたらお願いいたし

ます。
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（ なし」と呼ぶ者あり）「

ご質問等ないようでありますので、お諮りをいたします。議長（木暮治一君）

議案第２号及び議案第３号につきましては、原案のとおり決定することにご異

議ございませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議ございませんので、議案第２号及び議案第３号につき議長（木暮治一君）

ましては原案のとおり決定をされました。

続きまして、議案第４号 合併協議項目、議案第５号 行政制度の調整方針、

議案第６号 新市建設計画の策定方針及び議案第７号 協議項目の一括提案につ

いてにつきましては、任意協議会におきまして協議された内容でありますので、

法定協議会では任意協議会での協議内容を継承することとしていることから、一

括してご協議をいただきたいと思いますが、ご承認いただけますか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご承認ありがとうございます。議長（木暮治一君）

それでは、事務局より議案第４号から議案第７号まで一括して説明をお願いい

たします。

事務局長。

議案第４号 合併協議項目

53ページをごらんいただきたいと思います。議案第４事務局長（吉原康之君）

号合併協議項目、このことにつきまして、別紙のとおり提出するとするものであ

ります。先ほど議長の方からも申し上げましたとおり、既に任意協議会で決定を

し、それぞれその後の合意文書等で整理をされておりますものでありますことか

ら、一応ページをくくって項目のみを中心に説明をさせていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたしたいと思います。

55ページをお願いいたしたいと思います。協議項目一覧表ということで、こ

れは任意協議会での最初の方の会議で、基本的事項以下それぞれ記載の協議項目

についてその後の協議をしていただくという意味で整理をいたした項目でありま

す。

議案第５号 行政制度の調整方針

57ページをお願いいたしたいと思います。議案第５号でありまして、行政制

度の調整方針であります。行政制度の調整を統一的かつ体系的に行うため、行政

制度の調整方針を次のとおり定めるとするものでありまして、以下１項から６項
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にわたってそれぞれ記載がありますが、先ほど申し上げました調整方針等の決定

をしていただくさまざまな議論の前提となるものでありまして、これにつきまし

ても任意協議会の場合と全く変わっておりませんので、内容の説明は省略をいた

しまして、59ページをお願いいたしたいと思います。

議案第６号 新市建設計画の策定方針

議案第６号 新市建設計画の策定方針でありまして、渋川地区市町村合併協議

会における新市建設計画の策定方針を次のとおり定めるものとするものでありま

して、後ほど新市建設計画の内容につきましては説明あるいはご協議をいただく

ことにしておりますが、この調整方針につきましても既に任意協議会におきまし

て１から４の項目についてご協議をいただき、決定をしているものでありますこ

とから、内容の説明は省略をいたします。

議案第７号 協議項目の一括提案について

61ページをお願いいたしたいと思います。議案第７号であります。協議項目

の一括提案でありまして、次の協議項目について一括提案するとするものであり

まして、61ページ以下に記載の協議項目１、合併の方式以下記載のとおりであ

りまして、このページには21の項目にわたって協議項目を整理しております。

次の62ページになりますが、ここでは17項目についてそれぞれ整理をいたし

ておりまして、合計いたしますと38項目にわたって既に任意協議会で調整方針

等の決定をしていただいているところでありまして、調整方針については先ほど

ご報告申し上げました別紙のとおりとありますが、63ページから71ページにわ

たって先ほどの報告の内容と全く同様の内容で整理したものであります。

以上で説明を終わります。よろしくご協議の上、ご決定くださいますようお願

いいたします。

事務局の説明が終わりました。議長（木暮治一君）

議案第４号から議案第７号につきましてご質問等ございましたらお願いいたし

ます。

はい。

議案第７号につきまして、この点につきましては先ほど説明委員（新井晟久君）

がありましたとおり、任意合併協議会においてそれぞれ対応が定まっているとこ

ろでございます。きょうは第１回の合併協議会ですので、皆さんの意見をお聞き

しながら変えられるところがあれば変えていっていただきたいと思っております

のが１点あります。
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それは69ページです。保育料の取り扱いにつきまして、このところにはおお

、むね合併後５年以内に保育料の平均額を国の基準のおおむね60％に統一すると

任意協議会ではこういうふうになったわけでございます。できれば私の今の考え

なんですけども、渋川は群馬県の市の中で一番保育料が安く、子育ての目玉とし

て保育料については自慢をしてきたところです。それは、渋川市では48.29％と

いうことで国のこの基準になっております 以下 前橋から安中まで現在の10市。 、

の平均をとりますと、10市平均で59.392％というふうになります。ですから、

渋川は48.29でございますが、これから合併に向かいましてそれを主張するわけ

にもいきませんし、しかしながら子育てということは大事なことでございますの

で、10市の平均が59.392ということでございますので、できればここのとこ

ろの文言を50％台に統一すると、そういうふうにしていただきたいと、私はそ

う思っております。その点についてお諮りを願いたいと思います。

以上です。

事務局長。議長（木暮治一君）

この保育料の議論につきましては、任意協議会等におき事務局長（吉原康之君）

ましてもただいまと同様のご意見がたしかあったというふうに記憶をいたしてお

りまして、このただし書きをごらんいただけるとわかりますように、お話にもあ

りましたように５年以内に保育料平均額を国基準のおおむね60％に統一すると

いう、こういう整理をさせていただきました。ですから、今後新市になっておお

むね60％に統一するというようなことで調整をしていただくというようなこと

でありますから、ただいまご質問になったような趣旨もおおむね50％に統一す

るというような、そういう文言の中で調整をしていただくというようなことにな

ろうかと思いますんで、ご理解よろしくお願いしたいと思います。

おおむねということでございますが、10市の平均が今言っ委員（新井晟久君）

たように高いところは60％以上超えているところもありますし、低いところは

50％すれすれのところもあると思うんですね。平均を私が計算したところ、前

にそれぞれの各市の状況発表がありましたから、それを平均としていったときに

は59.39％ということでございました。ですから、おおむね60％台ということ

なんですが、私とすればできればこれから少子化の中で子育てをさらに応援して

、 、 、 、いく 多くの方々にも１人 ２人 ３人と産んでいただけるようなそういう方式

考え方、これは保育料だけに限ったことではありませんけども 「子供を産むな、

ら、群馬県」ということを言われております 「子供を育てるなら、群馬県」で。

すか。ですから、やはり我が今合併の協議をしているこの地域においては、でき

、 、れば50％台に統一していただきたいと こう再度同じことを言うんですけども

これは会長の方から皆さんに諮ってもらって、それでいいか悪いか判断していき

たいと思います。
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以上。

ただいま新井委員さんの方から保育料の措置につきまして、議長（木暮治一君）

任意協議会ではおおむね60％に統一するというふうな形であります。しかしな

がら、今のご発言ではそれをもう少し下げろというふうなご提案だというふうに

認識をいたしております。この件につきましては先ほど局長が説明しているよう

、 、に おおむねという形で60％という提案任意協では了解されたわけであります

この件につきまして皆さん方のご意見を拝聴したいと思います。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

特にご質問もないようですので、新井委員さん、ご了解をお議長（木暮治一君）

願いいたします。

ほかにございませんか。

はい。

今の点についてはやむを得ないというか、今後の問題として委員（新井晟久君）

考えていきたいと思いますが、もう一つ70ページの５番に、市町村営住宅、特

定公共賃貸住宅及び再開発住宅については現行のとおり新市に引き継ぐものとす

るとありますが、渋川では借り上げ賃貸住宅があります。この点載っていないの

で、この点については借り上げ賃貸住宅渋川では６カ所、渋川地内に人口ふやす

ということからこの制度を取り入れておりますので、この点については入ってい

ないので、新市にどういうふうになるのか、その点についてお聞きをして終わり

ます。

事務局長。議長（木暮治一君）

これはお話にもありましたように、渋川市で行っており事務局長（吉原康之君）

ます借り上げ住宅の関係については、それぞれ専門部会等では検討した項目に入

っておりますが、ここには今言われた項目については落ちていると、こういうこ

とでありますんで、この辺は協議をしていただいて、改めてこの文言を加えて整

理をしていきたいというふうに考えておりますので、基本的には同じ考え方で現

在検討を進めていますんで、文言の訂正についてはそういうことで議長の方から

お諮りいただければ整理をし直したいと思いますんで、よろしくお願いしたいと

思います。

ただいま新井委員さんの質問の中に、渋川市で取り組んでお議長（木暮治一君）

ります借り上げ賃貸住宅につきましては、事務局の方から説明がされましたけれ

ども、この中に入っておらないということであります。これも加えましてこれら

については検討をしてまいりたいと思いますので、ご理解いただけますか。当然

そのような、ほかの賃貸住宅等と同様な扱いになろうと思っております。

それでは、この特定公共賃貸住宅には渋川市の借り上げ賃貸住宅が入っており

ませんので、この件につきましては加えて検討させていただくことでよろしいで
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しょうか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

それでは、そのようにさせていただきます。議長（木暮治一君）

そのほかございませんか。

はい。

伊香保町の新保でございます。何点かどのような経過でこう委員（新保悦司君）

なったのかという部分をお伺いしたいというふうに思います。

まず、第１点は、63ページの入湯税関係でございます。ご承知のとおり入湯

税は目的税でございまして、この協議会の中でもかなり特定な税財源ではないか

というふうに考えます。予算の中では目的税ですので、当然使途内訳を示しまし

て議会の議決を得るわけでございます。実はこの入湯税の問題だけを取り上げる

わけではなく、この入湯税を対象として実は伊香保町観光協会の補助金の問題が

ございまして、そういうものが全くこの補助金の項にもあらわれてこないという

部分が大変心配な事項でございます。身勝手な言い方かもしれませんけれど、地

域特定的なこういう目的税でありますので、やはり特定的な部分でまず対応され

ないと困るのではないかというふうに思います。16年度の予算を見ますと、観

光協会への宣伝の主に補助金になるわけなんですけど、この入湯税の中から

5,370万余のお金が出ております。これにプラスしてもう少し補助を出している

わけなんですけど、これはこういう入湯税があるからこそ出せるわけでして、こ

れが目的外のほかに使われるというようなことがあっては非常に困るわけです。

ただ、一つだけ言えることは、伊香保町は１億6,430万の計上をしているんです

けど、その１億円ぐらいはほとんどが消防に使われています。ですから、消防の

予算が新市になりますとかなり大きくなって、全部そこに充てられてしまうとい

う可能性も出てきてしまうわけですが、それでは社団法人伊香保温泉観光協会か

成り立っていかなくなってしまうという部分もございまして、そういう部分がど

のように検討され、論議されたのかをまずお聞かせいただきたいというふうに思

います。

２点目は、同じ目的税の都市計画税につきましてお伺いを申し上げます。ここ

も都市計画税を歳入としての論議だけをされているようで、支出について全く考

慮されていないという節がございます。伊香保町の場合、都市計画税は16年度

予算では6,650万円すべてが下水道会計への繰り出しになっています。なぜそう

いうことを言うかというと、下水道のところへいきますと、伊香保の下水道は安

いと。下水道使用料が安いから、このままいくと倍ぐらいになってしまうという

ような説明を受けてきたわけなんですけれど、都市計画税がこのままいきますと

伊香保町は約50％の値上げになります。50％といいますと、１万円納めている

人は１万5,000円になりますし、10万円の人は15万円になっていくということ
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になるわけです。すぐということではないでしょうけど、この先そういうことに

なるわけです。これがまず一つのパンチになるわけです。

もう一つパンチは、要するに先ほど言いましたように公共下水道料金が安いか

ら上げるという、これもまた倍ぐらい上がるというようなお話を聞いています。

ダブルパンチですね。なぜ伊香保の下水道使用料が安かったのかというのは、こ

この都市計画税が充てられたからというふうに思います。ですから、この辺がど

のように論議をされたのか。単に歳入だけでそういう判断をされるというのはや

はり問題があるかなという気がいたしますので、その辺の論議をどのようにやら

れたのかをまずお伺いをしたいというふうに思います。

３点目につきましては、伊香保町の水道はご承知だと思いますが、16年度末

の決算ではまた１億円赤字がふえまして６億1,000万円ぐらいの赤字になってし

まいました。このままいきますと17年度末ではまた１億円ふえて、７億を超え

る赤字額になってしまうわけです。そういうものを素直に受け入れてもらえるの

かどうか。その辺はどういうふうに論議をされたのか。どうも聞いていますとほ

とんど論議はなかったと。一部何か問題があるというような話があったというふ

うには聞いていますが、この辺が全くされていないということのようですが、そ

の辺はどのように論議をされたのかをお聞かせいただきたい。

また、伊香保町はいろんな問題を抱えております。過日は温泉で大分にぎわせ

てしまったわけなんですけれど、それ以外でも前町長の不正の問題での告発を現

在しております。また、それに関連してＮＥＣリース株式会社から訴えられても

。 。 、います そのほかにも裁判がございます そういう状況の伊香保町なんですけど

その辺がどうも首長さんの会議では何か大分話し合われているというふうには聞

いておるんですけど、一般になかなか下へおりてきていない話のような感じがい

たします。忌憚のないご意見を伺う中で、そういうものを新市がどのように対応

していくのかというのが我々町民にとって非常に関心事であるわけです。論議が

ないままなるというのは非常に困る問題ですので、ぜひその辺どのように論議を

されたのか、あるいはされていなかったら今後どうしていくのかという点をお聞

かせをいただきたいというふうに思います。

事務局長。議長（木暮治一君）

入湯税と都市計画税の関連で、財源充当のお話の中でそ事務局長（吉原康之君）

ういった議論はどうかという、こういうお話でありますが、基本的には調整方針

でお示しをいたしましたように、新市になって一定の調整方針に基づいて調整し

ていくわけであります。基本的には６市町村それぞれいろんな事情があるわけで

ありまして、一自治体だけのさまざまな問題がある中でも、そういったものを前

提にその６市町村の中で新しい市になったときにご検討いただくというようなこ

とが、その入湯税にしても都市計画税にしてもこれはそういうことで調整方針を
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決めたわけでありまして、具体的な議論については現在並行して議論している部

分もありますけども、新市になって議論をしていくと、こういうことであります

んで、それはその財源の使い方については、これ目的税でありますと目的以外は

法律的には充当できないわけでありますけども、基本的にはそういう考え方で調

整するわけでありますから、そういうご理解でお願いをしたいと思います。

それから、水道料の赤字決算どうかと、こういうお話でありますが、これは基

本的には先ほど申し上げました６市町村のさまざな事情を前提に今後調整するわ

けでありますから、そういう調整の中で議論をして調整をしていくという、こう

いう話であります。ただ、事務的な今の整理の段階でいきますと、非常にその特

、 、 、別会計 これは水道の場合は企業会計でありますけども 先ほど申し上げました

お話にもありました伊香保はかなりの大幅な赤字でありますから、現在専門部会

等での調整の中では非常にその調整の具体的な整理の仕方をどうするかというこ

、 、とでかなり議論を詰めておるところでありますが いろいろ困難な問題があると

こういうふうに現在のところは聞いておる状況であります。

はい。議長（木暮治一君）

もう既にやったことだからみたいなことで、論議をされたか委員（新保悦司君）

どうか具体的な部分は全く触れられていなかったような感じがいたします。目的

税一括にして、ほかのところもあるんだと、ほかにもあるんだということですけ

れど、合併をしていく中でも私は未来永劫までずっとこのままやってくれという

意味で申し上げているわけではなくて、こういう独立した観光協会みたいのがあ

りまして、ほかの町村にあるかどうかはちょっとわかりませんけれど、やはりそ

こがやってきた部分であるわけです。ですから、そういう部分がこうやって充て

られる財源を持っているところが合併をしていくわけですので、これはほかのと

ころに使うということになるとやはりいろいろまた問題が起きてくるというよう

。 、な気がいたします 地域限定みたいな目的税ではないかというふうに思いますが

その点今後十分論議をしてほしいと思います。また、この文言だけで全部調整を

されてしまうのかということになると非常に不満か残るという部分でございま

す。

それから、都市計画税の関係につきましてもそのとおりでございまして、これ

は目的税で、しかも都市計画というのは区域、伊香保町だって全部が取られてい

るわけじゃなくて、下水の区域だけ取られているわけです。ですから、そういう

意味でその人たちが利益を受けなくちゃならないわけですよね。それは全く無視

されちゃうということになると、非常に倍ぐらいの下水道使用料を払うというこ

とになってしまうので、それではやはり不満が起きてしまうということだろうと

思います。そういう意味の解釈が全くされなかったのか、今まで論議されていな

かったのかということをお聞きしたいわけなんですけど、改めてもう一度その点
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についてのお考えをお伺いしたいというふうに思います。

事務局長。議長（木暮治一君）

例えば都市計画税等の問題につきましては、先ほど申し事務局長（吉原康之君）

上げましたようなことで財源充当の話がありましたけども、これは税率をどうす

、 、るかという話の中では 必要性がなかったから議論しなかったわけでありまして

全くその議論がなかったかと、こういうお話でありますけども、必要に応じて、

例えば都市計画区域がまだ決まっていない地域もあるわけでありますから、今後

その都市計画区域を決定する話も含めて、そういうものを前提にお話にもあった

伊香保の状況ももちろんこれ踏まえました話でありますけども、そういう中で税

率をどうするか、あるいは全然その都市計画区域が決まっていないとこもあるわ

けでありますから、そういう議論を今後していくと。これは、当面税率の調整な

り、入湯税の調整については必要に応じて議論をしていると。お話の中に全くし

ていなかったというお話ありますけども、必要に応じてこれはしているんであり

ますんで、そういうご理解でよろしくお願いいたしたいと思います。

はい。議長（木暮治一君）

もう一度改めてお伺いをするんですけれど、いわゆる都市計委員（新保悦司君）

画の問題でこういうふうに下水に充てていますよね。都市計画税そのものについ

ては、渋川と伊香保しか今のところないわけですね。これから新たに生まれた市

でどういうふうにするかというのは、これから先の話になってくる。今現実の問

題としてこういう事態があるので、そういう部分をどういうふうにするのかとい

うのはやはりもうちょっと議論されてもよかったんじゃないか。全部調整をする

ということになりますと、調整もいいんですけど、どういうふうな調整になるの

かというのが全然見えてこないですよね。こういう問題特に伊香保町が自分のと

ころで負担をするわけ、入湯税については自分が負担するわけではないんですけ

れど、都市計画税は自分が負担するたもんです。自分の負担するものが自分の事

業に充てられないということになりますと、やはり町民に不満が起きるという心

配しているわけでお聞きしています。ですから、今後ひとつ運営協の中でも十分

に議論をされて、単に調整をするということだけでないという意味のご返事を会

長からいただければというふうに思います。

都市計画税の件についてのご質問であります。この件につき議長（木暮治一君）

ましては、記述のとおり税率については合併特例法第10条の規定を適用いたし

まして、合併が行われた日の属する年度及びこれに続く５年度に限り現行の税率

を採用し、不均一課税とするものであります。したがいまして、今ここで都市計

、 、 。画税は 部長の方から説明されましたように 渋川市と伊香保町だけであります

そういった中で、伊香保町の状況等もお話しのように私どももお聞きしておりま

す。そういった中でやはり目的税でありますから、そのような運用をしていかな
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ければというふうに考えております。

はい。

伊香保の塩野でございます。１点だけということで。委員（塩野光弘君）

今話が出ましたように、非常にはっきり申し上げますと、合併の姿がやっぱり

見えてこないというのがやはりあるんではないのかなと。細かい部分についてや

はり不透明な部分、わからない部分というのがあると、やっぱりこの辺がひとつ

問題なんだろうと。この辺を法定協の中でやはりきちんと論議をしていく必要が

あるんではないかと。

１点お聞きしたいのは、組織及び機構に関することということで 「今後、定、

める「新市における組織・機構の整備方針」に基づいて」というふうに書いてあ

るわけですけれども、今後というのはどの程度の問題なのかということをちょっ

とお聞きしたい。要するに支所の将来的な職員数というのが一体どうなっていく

のかというのは、これは職員にとっても住民にとっても最大のやはり懸案事項で

はないのかなというふうに感じます。そういった意味では、兵庫県の篠山市の例

をとりますと、合併時は74あったのが、１年後には24になって、５年後には９

になっていったというふうな数字が出ております。そういうことはないだろうと

いうふうに思いますけれども、そういった意味で組織、機構の整備方針というの

をいつごろに立てて発表していっていただけるのかというふうに、少なくても合

併時に各支所にどのぐらいの人数を置くのかというふうな計画をもし進めておら

れるんであれば、その辺を明らかにしていただきたいというふうに思います。

事務局長。議長（木暮治一君）

組織、機構に関するご質問であります。事務局長（吉原康之君）

これにつきましては、かつての任意協議会でもお話があったかと思いますけど

も、基本的にはお話にもありましたように、それぞれの市町村におけるそれぞれ

の事務をどうするかということで非常に膨大な作業が必要なわけでありまして、

現在この方針を決めていただいた以降、並行してさまざまな議論を続けておりま

す。かなり具体的な内容が事務的な整理の中では固まってきておりますけども、

現在協議会の組織であります専門部会、あるいは幹事会、最終的には協議会にな

るわけでありますけども、今後いわばそのたたき台ができ次第人員の配置等も含

めましてその辺を整理をしていきたい、こういうふうに考えておりますので、い

ずれにしても合併時に正式に全部決まっていないと、職員の異動、それから特に

住民の方へのサービスに問題が出るようなことになると困るわけでありますか

ら、これはいずれにしてもそういう支障が出ないようなことで早急にその結論を

出してご議論いただきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いい

たします。

ほかにございませんか。議長（木暮治一君）



- 30 -

はい。

先ほど告発とか裁判のことを申し上げましたら、それはてめ委員（新保悦司君）

えんちのことだという声も聞こえたんですけど、確かにてめえんちのことなんで

すけれど、伊香保町がなくなっちゃうとてめえんちのことじゃなくて新市のこと

になる。その辺の伊香保町の意思をきちっと聞いて、どういうふうに解決してい

きたかったのかということを聞いて引き継いでほしいということを申し上げてい

るわけで、その辺のお考えをお伺いしたいということなんですが、ご意見の中で

そういうことであれば黙って引き継いでもらうよりしようがないというふうなこ

とになるんですけど、その辺はいかがでしょうか。

事務局長。議長（木暮治一君）

事務的な話で申し上げますと、我々の方の調整の中では事務局長（吉原康之君）

ただいまお話のあったような問題につきましてはそういう意味では全く議論をさ

れておりませんし、それからさまざまなそういう考えがいろんな会議の中でとい

うお話もありましたけども、事務的にはそういった議論は全くその協議会の組織

では当面は行われておりませんので、そういったご理解でよろしくお願いいたし

たいと思います。

ほかにございませんか。議長（木暮治一君）

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ほかにご質問もないようでありますので、お諮りをいたしま議長（木暮治一君）

す。

議案第４号から議案第７号につきましては、原案のとおり決定することにご異

議ございませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議ございませんので、議案第４号から議案第７号は原案議長（木暮治一君）

とおり決定をされました。

続きまして、議案第８号 「新市の名称に関すること」に係る協議方法につい

てを議題といたします。

事務局より説明をお願いいたします。

事務局長。

議案第８号 「新市の名称に関すること」に係る協議方法について

73ページをごらんいただきたいと思います。議案第８事務局長（吉原康之君）

号でありますが、新市の名称に関する協議方法につきまして次のとおり提出する

ものであります。新市の名称に関することにつきましては、別紙募集要項により

募集するものといたしまして、その候補の選考については小委員会に付託すると
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するものでありまして、小委員会の構成につきましては下記のとおりとするもの

であります。

まず、小委員会の名称でありますが （１）でありますが、小委員会の名称を、

「 」、 。新市名称候補選定小委員会 こういった名称にしたいということであります

、（ ） 。 、それから ２ の小委員会の構成であります 小委員会の構成につきまして

まず２号委員でありますが、関係市町村の助役たる委員でありますが、３号委員

は関係市町村の議会の議員たる委員、４号委員は関係市町村の学識経験者たる委

員、それから５号委員は共通の学識経験者でありまして、記載のとおり２号から

４号委員につきましては関係市町村から各１名、それから５号委員につきまして

は１名ということで、合計19名の委員から構成するとするものであります。

75ページをお願いいたします。新市名称候補募集要項でありますが、表の左

側の区分の項目ごとに内容を申し上げますと、まず趣旨でありますが、合併に関

する住民の意識高揚と住民参加の促進を図るために新市の名称を募集するもので

あります。

応募資格は居住地について制限いたしませんが、年齢は小学生以上といたした

いと思います。

募集期間でありますが、本年の10月１日から10月25日までとし、当日消印

有効といたします。

応募方法でありますが、専用応募用紙、これは括弧内のとおり、協議会だより

第１号に添付し、また各市町村役場に置くことにしておりますが、この専用の応

募用紙のほか、記載のはがき、封書、ファクス、Ｅメールでも応募可能といたし

ます。

記載の内容でありますが、①から③がいわば応募事項でありまして、新市の名

称、名称の振り仮名、名称の意味、理由を記載していただきます。それから、右

側の④から⑦は応募者に係る事項でありまして、以下のとおり記載をしていただ

くことにしております。

次に、注意事項でありますが、まず①は、新市としてふさわしい名称で、以下

の意味、理由が明確な名称とするものでありまして、一つは新市の地域が地理的

にイメージできる名称であること。二つ目は、新市の地域の歴史や文化にちなん

だ名称であること。三つ目としては、新市への理想、願いにちなんだ名称である

ことであります。括弧の中にありますように、合併協議会構成市町村の名称は使

用することができるものといたします。

②は、名称に用いる文字に係るものでありまして、現在使用されている漢字、

平仮名、片仮名で読み書きが容易なものであること。

③は、応募数に係るものでありまして、１人につき１点とします。１人で数点

応募した場合については、すべて無効といたします。
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④は、公序良俗に反するもの等名称としてふさわしくないものは、採用しない

こととします。

⑤は、同じ読みであっても標記が異なる場合につきましては別作品といたしま

す。

⑥は、応募作品の修正等に係る事項でありまして、応募作品をそのまま採用す

ることが難しい場合には補正したり修正したりすることもあるということであり

ます。

⑦は、作品の権利に関する事項でありまして、一切合併協議会に帰属するもの

とします。

⑧は、応募作品を返却しないとするものであります。

76ページをお願いいたします。選定の方法でありますが、小委員会で３作品

程度を選定し、最終的には協議会で決定をいたします。同一名称への応募数の多

少については、選定、決定の参考にとどめることといたします。

次に、懸賞でありますが、名付け親大賞として１名、商品券10万円分を贈呈

することにいたしております。以下、記載のとおり、名付け親賞として５名の方

に商品券１万円分を、また参加賞として10名の方に3,000円分の商品券をそれ

ぞれ贈呈いたします。抽せん等に関しては、記載のとおり行うことにしておりま

す。

発表は新市の名称が決定された後行いまして、本人への通知、協議会だより等

により掲載することにしております。

応募先でありますが、それぞれ記載のとおり、各市町村役場、合併協議会事務

局といたします。

次の77ページの参考資料をごらんいただきたいと思います。参考資料は、新

市名称候補選定の方法でありますが、これは小委員会等において選定する場合の

方法を整理したものでありまして、１では第１次選定といたしまして、小委員会

では全応募作品を対象に応募数などの考慮の上第１次選定を行います。この第１

次選定では、小委員会委員の全員投票、括弧内にありますように、委員１人３作

品程度を投票いたしまして、その得票数の多い順に10作品程度選定をしていた

だきます。

次に、２の第２次選定でありますが、ここではただいまの第１次選定で選定さ

れた作品の中から、小委員会委員の協議によりまして３作品程度を選定していた

だきます。この協議によりまして選定することが困難な場合には、小委員会の委

員全員による投票、括弧内にありますように、この場合については１人２作品投

票し、得票数の多い順に３作品程度を候補として選定していただきます。

以上のようにして選定された作品につきましては、作品ごとに小委員会として

の選定の理由、必要に応じて委員からの附帯意見をつけていただきまして、協議
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会へ報告をしていただくことにしております。

３の最終選定でありますが、協議会におきまして小委員会の選考経過を踏まえ

て、第２次選定作品の中から協議によって決定をしていただきます。協議による

決定が困難な場合につきましては、正副会長を含む全委員の投票、括弧内にあり

ますように、１人１作品を投票をしていただき、投票委員数の３分の２以上の得

票を得た名称を新市の名称と決定をいたします。ただし、ただいま申し上げまし

た投票で投票委員数の３分の２以上の得票を得たものがない場合については、協

議会の議を経まして正副会長会議の協議により決定をしていただくことといたし

ます。

以上で議案第８号の説明を終わります。よろしくご協議の上、ご決定ください

ますようお願いいたします。

事務局の説明が終わりました。議長（木暮治一君）

議案第８号につきましてご質問等ございましたらお願いいたします。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ご質問等もないようでありますので、お諮りをいたします。議長（木暮治一君）

議案第８号につきましては、原案のとおり決定することにご異議ございません

か。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議ございませんので、議案第８号は原案のとおり決定さ議長（木暮治一君）

れました。

この際、ここで暫時休憩をいただきまして、小委員会の委員さんを各市町村で

選出していただきたいと思います。各委員さんの取りまとめにつきましては、２

号委員であります各市町村の助役さんにお願いをしたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。

休 憩

休憩前に引き続き会議を再開いたします。議長（木暮治一君）

事務局から小委員会の構成委員の報告をお願いいたします。

事務局次長。

ただいまお手元に小委員会の名簿を配付いたしまし事務局次長（五十嵐研介君）

た。

まず最初に、２号委員でありますが、各市町村の助役さんが該当になります。

渋川市では桑島委員、伊香保町では村尾委員、小野上村では野村委員、子持村で

は信澤委員、赤城村では都丸委員、北橘村では塩谷委員であります。

続いて、３号委員ということで、各市町村の議会の議員さんになりますが、渋
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川市では新井委員、伊香保町では塩野委員、小野上村では中沢委員、子持村では

埴田委員、赤城村では岩崎委員、北橘村では狩野委員であります。

続いて、４号委員であります。各市町村の学識経験者であります。渋川市では

、 、 、 、今成委員 伊香保町では大澤委員 小野上村では小野委員 子持村では小澤委員

赤城村では池田委員、北橘村では井野委員。

最後に、５号委員でありますが、共通学識経験者であります。戸所委員。

以上の19名の方が新市名称候補選定小委員会の委員となっていただくことに

なります。よろしくお願いいたします。

ただいま事務局から報告されました委員の皆様には小委員会議長（木暮治一君）

でのご審議をお願いすることになりますので、よろしくお願いいたします。

それでは、続きまして、議案第９号 協議項目６「農業委員会の委員の定数及

び任期の取扱いについて」を議題といたします。

この協議項目につきましては、第６回任意合併協議会におきまして農業委員会

の委員の定数等に関する小委員会に付託をし、ご審議をお願いしたわけでありま

すが、その小委員会での審議結果につきましては先ほどの任意協議会解散総会に

おきまして委員長からご報告をいただいたところであります。任意協議会での協

議内容につきましては、本日の報告第３号で委員の皆さんにご確認をいただきま

したように、法定協議会へ継承するものとしております。このようなことから、

任意協議会での委員長報告のとおり議案として上程するものであります。

それでは、事務局より説明をお願いします。

事務局長。

「 」議案第９号 協議項目６ 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いについて

79ページでありますが、議案第９号 協議項目６「農事務局長（吉原康之君）

業委員会の委員の定数及び任期の取扱いに関すること」につきまして次のとおり

定めるものであります。

ただいま議長の方からもお話がありましたとおり、先ほどこの定数の小委員会

の会長の方からご報告ありましたとおりの内容でありますので、詳細な説明は省

略いたしますが、以下記載のとおり農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いに

ついては次のとおり定めるものでありまして、内容につきましては報告のとおり

記載の数字等をごらんいただいて、説明については省略をいたします。

81ページをごらんいただきたいと思いますが、これが先ほど小委員会の委員

長の方から報告のありましたものの写しでありますので、ごらんをいただきまし

て、説明は省略をいたします。

よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願いいたします。
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事務局の説明が終わりました。議長（木暮治一君）

議案第９号につきましてご質問等ございましたらお願いいたします。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ご質問もないようでありますので、お諮りをいたします。議長（木暮治一君）

議案第９号につきましては、原案のとおり決定することにご異議ございません

か。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議ございませんので、議案第９号は原案のとおり決定さ議長（木暮治一君）

れました。

続きまして、議案第10号 議会の議員の定数等に関する小委員会の設置につ

いてを議題といたします。

事務局より説明をお願いいたします。

事務局長。

議案第10号 議会の議員の定数等に関する小委員会の設置について

89ページをごらんいただきたいと思います 議案第10号事務局長 吉原康之君（ ） 。

議会の議員の定数等に関する小委員会の設置について、次のとおり提出するもの

であります。

議案の内容を説明をいたします前に任意協議会からの経過について若干説明い

、 、たしますと 先ほどの合併協議会設置までの経過の説明で申し上げましたとおり

任意協議会における小委員会では８回の会議を開いておりますが、小委員会とし

ての結論を得るまでに至っておりません。そのため合併協議会におきましても引

、 、き続き小委員会での検討が必要でありますので 次に説明を申し上げますとおり

これまで同様の委員の構成で小委員会を設置するものであります。

議案の内容でありますが、議会の議員の定数及び任期の取扱いに関することを

協議するため、小委員会を設置するものとするものであります。

小委員会の名称及び構成は以下のとおりでありますが、これまでと同様であり

ますので、説明は省略をいたします。

以上で議案第10号の説明を終わります。よろしくご協議の上、ご決定くださ

いますようお願いいたします。

事務局の説明が終わりました。議長（木暮治一君）

議案第10号についてご質問等ございましたらお願いいたします。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

質問等ございませんので、お諮りをいたします。議長（木暮治一君）

議案第10号につきましては、原案のとおり決定することにご異議ございませ
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んか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご異議ございませんので、議案第10号は原案のとおり決定議長（木暮治一君）

をされました。

ここで、１点お諮りをいたしたいと思います。ただいま小委員会の設置につい

てご決定をいただいたところでありますが、小委員会の委員さんを選出いただく

わけでありますが、既にご承認いただきましたように任意協議会での協議内容は

法定協議会へ継承することを前提としておりますので、委員構成につきましても

変更のない市町村につきましては引き続いて小委員会の委員へのご就任をお願い

したいと考えております。既にご承知のとおり、伊香保町及び子持村では10月

３日に町村議会議員の選挙が予定されております。このことから委員さんの選出

につきましては後日各町村から事務局へご報告をいただくこととし、次回の協議

会へご報告申し上げることとすることでご承認いただけるでしょうか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

ご承認をいただき、ありがとうございました。次回協議会で議長（木暮治一君）

のご報告を申し上げることにいたします。

続きまして、議案第11号 新市建設計画（案）を議題といたします。

事務局より説明をお願いいたします。

事務局長。

（ ）議案第11号 新市建設計画 案

91ページをごらんいただきたいと思います 議案第11号事務局長 吉原康之君（ ） 。

新市建設計画（案）につきまして、別紙のとおり提出するものであります。

これにつきましては、別にお配りをいたしております新市建設計画（案 、厚）

、 、 、（ ）い方でありますが 概要版の方ではありませんで 厚い方でありますが 別紙

議案第11号資料その２の方をごらんいただきたいと思います。

新市建設計画（案）であります。これまでの任意協議会におきまして既にご説

明をいたしておりますが、今回の合併協議会における協議結果を踏まえまして県

との協議等を進めることになりますので、計画のポイントとなる部分及び新たに

加えた部分等について説明をいたしたいと思います。

まず、表紙をはぐっていただきますと目次がありますが、ここで先ほど申し上

げましたような趣旨がありますので、改めて全体の構成につきまして説明をいた

したいと思います。

まず、冒頭にあります序論を除きまして、この計画は大きくは７章に区分して

整理をいたしております。
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まず、序論でありますが、序論では合併の必要性及び策定の方針を整理してお

ります。

次に、第１章では渋川地区の概況とまちづくりの課題ということで、地区全体

及び地区別の現況と課題をそれぞれ検討し、それらを踏まえましてこの項の最下

段にありますように、５として合併による効果とまちづくりの課題への対応を整

理しております。

第２章でありますが、主要指標の見通しを既にご説明をいたしておりますよう

に国立社会保障人口問題研究所の推計結果を踏まえまして、平成12年度を基準

、 、におおむね10年後 平成27年度の人口及び世帯数の推計をいたしておりまして

人口については約８万3,000人、世帯数については約２万8,000世帯としてお

ります。

第３章では新市建設計画の基本方針を整理しておりまして、この計画の中心的

な部分であります以下のとおり、１では新市建設の理念ということで四つの理念

を定め、また将来像ということでは「やすらぎとふれあいに満ちた“ほっと”な

まち」を定めております。それぞれ詳細については既にお話ししたとおり、これ

までの任意協議会で説明をいたしたものであります。

次の２では、新市建設の基本的施策を整理をいたしておりまして、ただいまの

将来像を実現するための具体的な施策であります。

３の新市の将来都市構造は新市のまちづくりの前提条件となります基本構造で

ありまして、一定の考え方に基づいて設定したものであります。

第４章の主要事業は、ただいまの基本的な施策に基づきまして整理をいたして

、 。おりますもので 最後の第７章の財政計画を基本にした具体的な事業であります

第５章は、新市における群馬県事業の推進ということで、関係市町村の要望を

踏まえましてこれまでに行った県との協議の中で整理をいたしたものでありまし

て、これについては後ほど説明をいたします。

第６章の公共施設の計画的統合整備では、住民生活に身近なサービス等の提供

に資するための既存施設の有効な活用などにつきまして整理をいたしておりま

す。

最後になりますが、第７章の財政計画は新市におけるまちづくりを計画的に行

うための指針となるもので、現在の経済情勢や現行の行財政制度を前提に最近５

カ年の６市町村の財政状況の推移を踏まえまして、平成14年度の決算額を基準

に行った財政推計に基づいて整理をいたしたものであります。

３ページをごらんいただきたいと思います。これは、先ほどお話をいたしまし

た策定の方針でありまして、既に説明をいたしておりますので、ごく簡単に説明

をいたしますと （１）の計画の趣旨では、この計画が新市まちづくりの基本方、

針に基づき、地域の一体性の確立、住民福祉の向上など均衡ある発展に寄与する
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ため策定すること。そして、新市で策定しなければならない総合計画につきまし

ては、この建設計画を尊重いたしまして策定するとしております。

（２）でありますが、計画の構成であります。先ほどの目次で説明を申し上げ

ましたとおり、後段の３行の文章で整理をいたしておりますように、主要事業に

つきましては（１）でお話をいたしました新市で策定する総合計画の実施計画や

具体的な予算編成において、社会経済情勢等を考慮しながら事業の選択等を行い

ます。

（３）は、計画の期間でありまして、ここでは平成17年度から平成26年度と

しておりますが、今後決定をされます合併の期日等との関係で１年ずらす必要が

生じることもあります。

下の図は、ただいま説明いたしました（１）から（３）までをイメージ図化し

たものであります。

少し飛びますが、23ページをお願いいたしたいと思います。このページから

37ページにわたりまして、計画の中心的な部分となります新市建設の基本方針

を整理をいたしております。このページと次のページで新市建設の理念と将来像

を、そしてややまた飛びますが、25ページをごらんいただきたいと思います。

２といたしまして新市建設の基本的施策を、またやや飛びますが、34ページか

らでありますが、37ページにわたりまして３といたしましてそこにありますよ

うに、新市の将来都市構造を整理をいたしております。

少し飛びますが、38ページをお願いいたしたいと思います。38ページは、第

４章、主要事業であります。ここでは、中ほどの図に示しましたように、図の上

の四角の中にあります①の速やかな一体性の確立、②の住民福祉の向上、③の均

衡ある発展といった合併の趣旨を踏まえまして、図の左にあります新市建設の基

本理念、四つほど掲げてありますが、これらの基本理念を統括する形で、ほぼ図

の中央になりますが、過日の任意協議会で意見をお聞きいたしました渋川地区の

まちづくりの将来像「やすらぎとふれあいに満ちた“ほっと”なまちを導き出し

ておりまして、この将来像を実現するための具体的な取り組みがさらにその右側

になりますが、記載のとおり①から⑥に掲げました合併によるスケールメリット

等を生かすための六つの重点プロジェクトであります。

以上のとおり、合併の趣旨、新市建設の基本理念と将来像、そして重点プロジ

ェクト等の関係についてご説明をいたしましたが、これらのことを念頭に置いて

いただきまして、41ページをごらんいただきたいと思います。これは、任意協

議会で既に説明をいたしておりますものに、この部分につきましては新しく加え

た部分でありまして、ただいまの基本理念と重点プロジェクト等との関係につき

まして、重点プロジェクト相互の関係をより明確にするために整理をし直したも

のであります。図の上段にあります楕円形の中にありますように、先ほどの六つ
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のプロジェクトから特にこの地域の基盤整備にかかわります四つのプロジェクト

をベースに、この地域の特性である自然、観光、教育、文化などにかかわります

二つのプロジェクトを推進することにしております。これらのことを整理をいた

したものが、図の左側になりますが、最も左の四つのプロジェクトと、その右に

なりますが、二つのプロジェクトであります。

これら二つのプロジェクトについて説明をいたしますと、この二つのプロジェ

クトを整理した図の上段にありますように 「日本の真ん中」である新市の地域、

特性を生かすために、まず二つのプロジェクトの一つは、自然と地域資源を生か

した観光ネットワークの創出であります。具体的には、観光資源の掘り起こしと

連携の強化ということでイラストで示しましたように、例えば各地域の観光施設

や温泉施設などの連携、強化でありまして、活力ある商業地づくりにつきまして

も同様であります。

次に、もう一つのプロジェクト、その下になるわけでありますが、次世代育成

。 、 、のための教育環境整備であります ここでは 具体的な取り組みといたしまして

例えばイラスト等で示しましたように、高等教育機関の誘致や地域文化等の継承

といったことを挙げております。そして、右側にあります地図でありますが、各

地域にあります現在の温泉、観光、歴史、文化などの施設、市街地の整備状況、

農業やまちの状況などを写真やイラストで示したものでありますが、ただいま申

し上げましたとおり二つのプロジェクトを積極的に推進することによりまして、

この地域の一体性の確保や均衡ある発展など将来像の実現に向けたまちづくりを

より明確にするためのイメージ図として整理をしたものであります。

下段になりますが、先ほど申し上げましたまちづくりの将来像とその将来像を

実現するための基本的な施策でありまして、既にこれも過日の任意協議会で説明

をいたしましたように、八つの分野を掲げておりまして、これらの八つの分野に

かかわります具体的な施策が、この計画の42ページから74ページになるわけで

ありますが、新市ではこれらの施策を踏まえまして具体的な事業が推進されると

いうことになります。

このようなことを踏まえまして、６市町村からそれぞれ、これは記載はありま

せんけども、総合計画に基づいて提出をされた事業の合計額は全部で約500事業

、 、 、近くになりまして これらの事業の中には事業計画の内容 例えば事業費の積算

財源の検討、事業化の可能性などかなり大まかに整理されているものが多いこと

から、新市になりまして事業の実施については今後組織等を設け、十分検討をし

なければならないと考えております。

それでは、別にお配りをいたしました参考資料「新市の６大プロジェクト」と

いうやはりＡ３の資料でありますが、別にお配りをしておりますので、そちらを

ごらんいただきたいと思います。これは、ただいま説明をいたしました。資料の
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特に新市の６大プロジェクトにつきまして、これらのプロジェクトに関連をいた

します先ほど申し上げました、後ほどごらんいただきたいと思いますが、42ペ

ージから74ページにわたって整理をいたしました具体的な施策を改めて各プロ

ジェクトごとに整理をいたしたものであります。そして、各プロジェクトにつき

ましてはその内容をより具体的にイメージできるように名称を考えております

が、さらにその内容をよりわかりやすくするために、各施策をプロジェクトごと

に一覧できるように整理をしたものであります。

左側が先ほどの地域全体にかかわります基盤整備に関する施策であります。幾

つか拾って説明をいたしますと、１の公共交通網と幹線道路整備では、広域的な

道路の整備、産業基幹道路の整備、橋梁の整備などを挙げております。

２のいきいき暮らせる安全・安心なまちづくりでは、防犯意識の高揚、医療機

関の充実と連携強化、福祉活動拠点等の整備を挙げておりまして、いずれも例示

をいたしたものであります。以下についても記載のとおりであります。

先ほど申し上げましたように、これらの施設整備をベースに、矢印があります

左側の二つの重点プロジェクトを積極的に推進していくということでありまし

て、５の自然と地域資源を生かした観光ネットワークの創出では以下に記載の具

体的な施策、例えば恵まれた自然環境の保全と活用の推進、活力ある商業地の再

生などであります。

６の次世代育成のための教育環境では、学校施設の整備・充実、給食施設の整

備、先ほども申し上げました高等教育機関誘致と、それから下の方へいきまして

文化財の保護・活用、伝統文化の継承などであります。

それでは、少し飛びますが、75ページをごらんいただきたいと思います。こ

こでは、先ほども申し上げましたが、群馬県事業について整理をいたしておりま

して、これまで任意協議会にお示しした計画書の中間報告書等には県との事前協

議が終了をしていなかったことから空欄としていた部分であります。群馬県との

事前協議が一応終了いたしましたので、今回お示しをいたしました。事業概要の

欄に記載いたしましたとおりでありますが、主要事業ごとに事業数を申し上げま

すと、まず都市間・地域間道路改良整備事業では７事業を、次の地すべり防止・

急傾斜の関係では２事業、河川整備では１事業、最後の農業振興対策の関係では

５事業、合計15事業を群馬県に対する要望事業として計画に登載することにな

ったわけであります。

次の76ページをごらんいただきたいと思います。第６章、公共施設の計画的

統合整備でありますが、このページでは施設の現況と課題等について整理をいた

しておりまして、記載の表は６市町村の主な公共施設について整理をいたしたも

のでありますが、説明については省略をいたしまして、77ページをごらんいた

だきたいと思います。
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２の公共施設の整備に当たっての基本的方法ということで、以下にありますよ

うに、既存施設の活用、再整備、新規整備につきましてそれぞれ整理をいたして

おります。

まず、冒頭の７行ほどの文章では、新市における公共施設の統合・整備につき

ましては住民生活の影響を配慮し、地域間のバランス、財政状況を基本にするこ

。 、 、 、と また 新規の整備等につきましては 合併の効果が最大限発揮し得るように

施設の有効活用、効率的な運営などを総合的に勘案し、行政サービスの低下を招

かないようにするとしております。

まず （１）では、市民ニーズの的確な把握により、サービス低下につながら、

ないような庁舎を含めた既存の公共施設の効率的な運営を図るとともに、総合公

園や温泉施設等につきましては連携を強化し、一体的な利用の向上を図るとして

おります。

（２）では、老朽施設及び社会経済情勢の変化によってその役割が変わる施設

等については、市民ニーズなどの把握による効率的なサービスの提供が可能とな

る再整備に努めるとしております。

（３）では、新規施設については、既存施設との検討を十分に行って整備する

としております。

次の78ページでありますが、第７章、財政計画であります。

。（ ） 、80ページをごらんいただきたいと思います ３ の財政計画表でありますが

平成14年度を基準年といたしまして、平成17年度を初年度に26年度までの財

政計画であります。これに基づきまして、先ほど申し上げました490事業、約

500事業でありますが、財源調整を行ったところであります。ただ、これにつき

ましてはいわゆる合併特例債については記載のとおり下の方にありますが、それ

ぞれ10年間で一応150億円、これはいろいろ議論されているところであります

が、当地域で活用できる上限の422億4,000万円の35.51％になりまして、大

まかな試算をいたしました公債費の見込みを整理をいたしたものを述べてみます

と、約18.6％になるものと見込まれております。

以上で新市建設計画の説明を終わります。よろしくご協議をお願いいたしたい

と思います。

事務局の説明が終わりました。議長（木暮治一君）

議案第11号につきましてご質問等ございましたらお願いいたします。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ご質問等ないようでございますので、お諮りをいたします。議長（木暮治一君）

議案第11号につきましては、原案のとおり決定することにご異議ございませ

んか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「
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ご異議ございませんので、議案第11号は原案のとおり決定議長（木暮治一君）

をされました。

以上で本日予定しております協議事項はすべて終了いたしました。

次に、次第の６、その他に入らせていただきます。

次回以降の開催予定について事務局より説明をお願いします。

事務局次長。

そ の 他

資料の93ページをお願いいたします。次回以降の事務局次長（五十嵐研介君）

開催予定ということで、第２回協議会につきましては10月31日、日曜日であり

ますが、午後２時から、会場につきましては伊香保町観光会館で予定をしており

ます。第３回協議会につきましては11月29日、月曜日、午後２時から子持村公

民館。第４回協議会につきましては12月24日、金曜日、午後２時から当会場の

渋川プリオパレスでございます。

以上、次回以降の開催予定であります。よろしくお願いいたします。

事務局の説明が終わりました。議長（木暮治一君）

ご質問等ございましたらお願いいたします。

（ なし」と呼ぶ者あり）「

ご質問等ないようでございますので、委員の皆さんからご意議長（木暮治一君）

見、ご要望等が特にございましたらお願いいたします。

はい。

先ほど申し上げればよかったんでありますが、75ページの委員（宮下 宏君）

新市名称候補募集要項であります。

中身についてはよろしいかと思いますが、懸賞いろんな論議があろうかと思い

ますが、発表についてこの受賞者には表彰状及び商品を贈呈、郵送をすると。こ

ういうものについて、やっぱり新市の名称でございます。非常に６市町村の全員

の皆さんが、公募には相当のものを感じると思います。そういう中での受賞され

た方には郵送するというのでは、非常に失礼かなという感じがしております。こ

の辺について、何か１名、５名、10名と、この方たちにある程度のセレモニー

、 、等々を考えていただいて 一つの形づくりをお願いをしておきたいと思いますが

その辺いかがでしょうか。

事務局長。議長（木暮治一君）

やや説明不足のところがありまして、基本的には今お話事務局長（吉原康之君）

のとおりセレモニー等を今後、もちろん正副会長会議等諮って決定していただく

わけでありますが、考えておりまして、この郵送というのはただし書きみたいな
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話で、場合によってはこれ全国的なレベルでＥメール等で募集するというような

関係で、こちらへお見えになれない場合については郵送するというようなことで

整理をさせていただきましたんで、そういったご理解でよろしくお願いしたいと

思います。

ほかにございませんか。議長（木暮治一君）

（ なし」と呼ぶ者あり）「

それでは、ほかにないようでございますので、以上をもちま議長（木暮治一君）

して本日予定いたしました協議事項等はすべて終了いたしました。

これにて議長を退任させていただきます。ありがとうございました （拍手）。

長時間にわたりましてご協議をいただき、大変あり事務局次長（五十嵐研介君）

がとうございました。

以上をもちまして第１回渋川地区市町村合併協議会を閉会いたします。

大変お疲れさまでございました。

閉 会（午後４時１９分）




